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二
〇
二
二
年
度
活
動
記
録

《
公
開
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
》

●�

第
５
回
東
ア
ジ
ア
文
化
権
力
研
究
学
術　

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
伝
統
と
正
統
性
、
そ
の

創
造
と
統
制
・
隠
滅
」

・・
日
時　

二
〇
二
二
年
十
月
二
十
九
日
（
土
）　

十
四
時
～
十
八
時

・・
場
所　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（Zoom

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

・・
内
容

	
�	

第
４
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
で
の
内
容
を
承
け
て
、
近
代
・
現
代
の
日
本
に
お
い
て
、

主
に
日
本
文
学
・
文
化
に
か
か
わ
っ
て
伝
統
や
正
統
性
を
創
造
・
統
制
・
隠
滅
す

る
動
き
に
つ
い
て
、
前
近
代
か
ら
の
連
続
性
を
意
識
し
な
が
ら
、
２
人
の
報
告
者

の
報
告
内
容
を
も
と
に
考
え
る
。

・・
講
師

	

李　

思
漢
（
国
立
政
治
大
学
台
湾
文
学
研
究
所
博
士
研
究
員
）

		


「
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
：「
素
人
」
の
活
動
を
中
心
に
」

	

鈴
木　

彰
（
立
教
大
学
）

		


「
平
将
門
観
と
近
代
日
本
―
将
門
雪
冤
論
の
系
脈
と
織
田
完
之
」

・・
総
合
討
論

	

討
論
者

	
�

宋　

錫
源
（
韓
国
・
慶
熙
大
学
校
）、
榊
原
千
鶴
（
元
名
古
屋
大
学
）、
松
澤
俊
二

（
桃
山
学
院
大
学
）、
菊
野
雅
之
（
北
海
道
教
育
大
学
）、
呉　

佩
珍
（
台
湾
国
立
政

治
大
学
）、
湯
本
優
希
（
日
本
体
育
大
学
桜
華
高
等
学
校
教
諭
、
立
教
大
学
日
本
学

研
究
所
研
究
員
）、VA

N E
W

IJK A
afke

（
ラ
イ
デ
ン
大
学
地
域
研
究
科
博
士
後
期

課
程P

hD candidate

）

・・
司
会

	

鈴
木　

彰
（
立
教
大
学
文
学
部
教
授
、
日
本
学
研
究
所
所
員
）

	

徐　

禎
完
（
韓
国
・
翰
林
大
学
校
）

・・
主
催　

立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
、
翰
林
大
学
校
日
本
学
研
究
所

・・�2017

韓
国
研
究
財
団  

人
文
韓
国
プ
ラ
ス
（H

K+

）
人
文
基
礎
学
問
分
野
〈
ポ
ス

ト
帝
国
の
文
化
権
力
と
東
ア
ジ
ア
〉
関
連
事
業

《
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》

●
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
〈
異
文
化
交
流
文
学
史
〉」

・・
日
時　

二
〇
二
二
年
十
一
月
五
日
（
土
）
十
時
～
十
七
時
三
十
分

				




　
　
　
　
　
　
　
　

六
日
（
日
）
九
時
三
十
分
～
十
八
時

・・
場
所　

立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス　
太
刀
川
記
念
館
三
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

				




オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
利
用
）
併
用

・・
内
容

	
�	

〈
異
文
化
交
流
文
学
史
〉
と
は
、
今
日
の
国
際
化
時
代
に
応
じ
て
関
心
の
高
い
、

多
様
な
異
文
化
と
の
交
流
や
交
渉
を
通
し
て
生
ま
れ
、
享
受
、
再
生
さ
れ
た
文
学

の
総
体
を
意
味
す
る
。
特
に
16
世
紀
の
大
航
海
時
代
は
、
地
球
規
模
で
の
文
化
交

流
が
活
発
化
し
、
ア
ジ
ア
や
日
本
が
西
洋
文
化
と
初
め
て
接
触
す
る
、
近
代
の
始

発
期
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。〈
異
文
化
交
流
文
学
史
〉
は
善
隣
友
好
に
止
ま
ら
ず
、

蒙
古
襲
来
や
壬
辰
戦
争
な
ど
の
対
外
戦
争
や
倭
寇
の
も
た
ら
し
た
文
学
も
含
み
、

歴
史
実
体
に
還
元
さ
れ
な
い
、
架
空
・
幻
想
の
領
域
を
も
対
象
と
す
る
。
16
世
紀

を
中
心
に
そ
の
前
後
に
も
視
野
を
ひ
ろ
げ
、
日
本
と
東
ア
ジ
ア
各
地
域
に
即
し
た

基
礎
的
な
資
料
学
か
ら
再
構
築
し
、
身
体
芸
や
図
像
イ
メ
ー
ジ
の
表
象
な
ど
も
併

せ
て
そ
の
全
体
像
を
究
明
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
文
学
史
の
再
編
を
め
ざ
す
。
本
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
１
．
外
交
使
節
と
そ
の
文
学
言
説
・
表
象
（
燕
行
使
・
通

信
使
等
）、
２
．
渡
海
、
漂
流
、
流
刑
を
め
ぐ
る
文
学
言
説
・
表
象
、
３
．
交
易
、

物
流
を
め
ぐ
る
文
学
言
説
・
表
象
、
４
．
宗
教
を
め
ぐ
る
文
学
言
説
・
表
象
（
求

法
伝
法
・
聖
地
巡
礼
等
）、
５
．
対
外
・
侵
略
戦
争
の
文
学
言
説
・
表
象
（
蒙
古
襲

来
・
壬
辰
倭
乱
・
琉
球
・
蝦
夷
、
人
身
売
買
・
拉
致
亡
命
等
）、
６
．幻
想
・
架
空

の
往
還
、
文
化
交
流
の
文
学
言
説
（
含
・
異
人
・
異
域
等
の
他
者
表
象
）
の
観
点

か
ら
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
。

	
�	

な
お
、
海
外
在
住
の
講
師
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
と
す
る
。

・・
講
師
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
司
会

基
調
講
演

	
�

小
峯
和
明
（
立
教
大
学
名
誉
教
授
、
中
国
人
民
大
学
高
端
外
国
専
家
）、
阿
部
龍
一

（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
部
教
授
）、
岡  

美
穂
子
（
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
・
大
学
院
情
報
学
環
教
授
）、
松
居
竜
五
（
龍
谷
大
学
教
授
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ａ

	
�

伊
藤　

聡
（
茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
）、
大
西
和
彦
（
一
般
財
団
法
人
ア

ジ
ア
国
際
交
流
奨
学
財
団
日
本
語
研
究
員
）、
高　

陽
（
中
国
・
清
華
大
学
人
文
学

院
外
文
系
准
教
授
）

	
�〈

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
〉
水
口
幹
記
（
藤
女
子
大
学
文
学
部
教
授
）、M

atthias H
ayek

（
フ
ラ
ン
ス
高
等
研
究
実
習
院
・
宗
教
部
門
教
授
）、
趙　

恩
馤
（
韓
国
・
崇
実
大

学
校
講
師
）

	
�〈

司
会
〉
小
峯
和
明
（
前
掲
）、
原　

克
昭
（
弘
前
大
学
准
教
授
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｂ

	
�

德
竹
由
明
（
中
京
大
学
教
授
）、
松
本
真
輔
（
長
崎
外
国
語
大
学
教
授
）、P

ham
 

L
e H

uy

（
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
講
師
）

	
�〈

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
〉
佐
伯
真
一
（
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）、
渡
辺
美
季
（
東

京
大
学
准
教
授
）、N

G
U

Y
E

N T
H

I O
A

N
H

（
ハ
ノ
イ
・
タ
ン
ロ
ン
大
学
タ
ン
ロ

ン
認
識
教
育
研
究
院
副
院
長
）

	
�〈

司
会
〉
目
黒
将
史
（
県
立
広
島
大
学
准
教
授
）、
佐
野
愛
子
（
明
治
大
学
兼
任

講
師
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｃ

	
�

北
條
勝
貴
（
上
智
大
学
文
学
部
教
授
）、
崔　

英
花
（
中
国
・
南
通
大
学
副
教
授
）、

王　

尊
龍
（
立
教
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

	
�〈

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
〉
関　

周
一
（
宮
崎
大
学
教
育
学
部
教
授
）、
金　

英
珠
（
韓

国
外
国
語
大
学
校
講
師
）、
屋
良
健
一
郎
（
名
桜
大
学
国
際
学
群
上
級
准
教
授
）

	
�〈

司
会
〉
鈴
木　

彰
（
立
教
大
学
文
学
部
教
授
）、
平
澤
卓
也
（
立
教
大
学
文
学
部

助
教
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｄ

	
�

李　

暁
源
（
韓
国
・
仁
荷
大
学
校
韓
国
語
文
学
科
助
教
授
）、
木
村
淳
也
（
明
治
大

学
文
学
部
兼
任
講
師
）、
陳　

小
法
（
中
国
・
湖
南
師
範
大
学
外
国
語
学
院
教
授
）

	
�〈

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
〉
山
本
嘉
孝
（
国
文
学
研
究
資
料
館
准
教
授
）、
高
津　

孝
（
放

送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
・
特
任
教
授
）、
金　

文
京
（
京
都
大
学
名
誉

教
授
）

	
�〈

司
会
〉
河
野
貴
美
子
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）、
宇
野
瑞
木
（
専
修
大

学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
講
師
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｅ

	
�

大
木　

康
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
）、
松
浦
史
明
（
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
）、
位
田
絵
美
（
近
畿
大
学
産
業
理
工
学
部
准
教
授
）

	
�〈

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
〉
中
島
楽
章
（
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
准
教
授
）、
樋
口

大
祐
（
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
教
授
）、
小
林
ふ
み
子
（
法
政
大
学
文
学

部
教
授
）
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�〈

司
会
〉
染
谷
智
幸
（
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
文
学
部
教
授
）、
山
田
恭
子
（
近
畿

大
学
法
学
部
准
教
授
）

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

	
�

荒
木　

浩
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）、
横
山　

學
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

清
心
女
子
大
学
名
誉
教
授
、
早
稲
田
大
学
招
聘
研
究
員
）、T

zvetana   K
risteva

（
国
際
基
督
教
大
学
名
誉
教
授
、
早
稲
田
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
員
）、
李　

成

市
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）、
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

教
授
）

	
�〈

司
会
〉
千
本
英
史
（
奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

・・
総
合
司
会

	
�

出
口
久
徳
氏
（
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
）、
宮
腰
直
人
（
同
志
社
女
子

大
学
表
象
文
化
学
部
准
教
授
）

・・
主
催

	
�

立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
16

世
紀
前
後
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
〈
異
文
化
交
流
文
学
史
〉
を
め
ぐ
る
総
合
的
比

較
研
究
」（
代
表
者
：
小
峯
和
明
、
研
究
課
題
番
号20 H

01236
）

・・
共
催

	
�

立
教
大
学
日
本
文
学
会
、
立
教
大
学
文
学
部
文
学
科
日
本
文
学
専
修
、
同
大
学
院

文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻

●
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
は
じ
め
て
の
日
本
史
探
究
：
歴
史
教
育
と
歴
史
学
の
幸
せ

な
関
係
を
求
め
て
」

・・
日
時
：
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
六
日
（
日
）
十
時
～
十
六
時
三
十
分

・・
場
所
：
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
マ
キ
ム
ホ
ー
ルM

B01

教
室

・・
主
催

	
�

立
教
大
学
日
本
学
研
究
所

・・
共
催

	
�

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
Ｃ
）「
近
代
日
本
の
大
学
に
お
け
る
歴
史
研
究
・
教
育

体
制
と
学
術
行
政
」（
代
表
者
：
奈
須
恵
子
（
立
教
大
学
））（19 K02461

）、
科
学

研
究
費
補
助
金
（
研
究
活
動
ス
タ
ー
ト
支
援
）「
前
近
代
海
域
ア
ジ
ア
史
の
新
た
な

知
見
に
も
と
づ
く
高
等
学
校
地
理
歴
史
科
の
探
究
型
教
材
の
開
発
」（
代
表
者
：
大

西
信
行
（
中
央
大
学
））（20‌ K2220

）

・・
後
援

	
�

高
大
連
携
歴
史
教
育
研
究
会

・・
内
容

	
�	

二
〇
二
二
年
度
か
ら
年
次
進
行
で
施
行
さ
れ
る
新
し
い
高
等
学
校
学
習
指
導
要

領
で
新
科
目
と
し
て
導
入
さ
れ
る
「
日
本
史
探
究
」
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
か
ら
提
言
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
深
化
や
新
科
目
「
歴
史
総
合
」
の
導
入
に
と
も
な
い
、
世
界
史
教
育
や
近
現
代

史
の
見
直
し
の
動
き
は
活
発
で
あ
る
が
、
日
本
史
、
な
か
で
も
中
世
史
は
既
存
の

教
科
書
叙
述
の
見
直
し
を
迫
る
成
果
が
多
く
公
刊
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
歴
史
教
育
に
取
り
込
ん
で
い
く
か
、
歴
史
教
育
の
現
場
が
ど

の
よ
う
な
成
果
発
信
を
研
究
者
に
求
め
て
い
る
か
、
そ
れ
ら
の
対
話
は
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
両
者
の
対
話

を
活
発
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
企
図
し
た
。

・・
各
報
告
の
要
旨

	
�	

大
西
信
行
（
中
央
大
学
）
に
よ
る
趣
旨
説
明
の
の
ち
、
大
西
を
司
会
と
し
て
、

個
別
報
告
六
本
と
コ
メ
ン
ト
二
本
と
総
合
討
論
が
行
わ
れ
た
。
大
西
の
趣
旨
説
明

で
は
、「
幸
せ
な
関
係
」
と
い
う
企
画
タ
イ
ト
ル
の
含
意
と
し
て
、
歴
史
教
育
を
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「
暗
記
ゲ
ー
ム
」
に
し
て
き
た
「
黄
金
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
の
議
論
が
紹
介
さ
れ

た
（
座
談
会
「
歴
史
学
と
歴
史
教
育
の
新
た
な
協
力
を
目
指
し
て　

過
去
に
学
び
、

未
来
を
考
え
る
」『
史
苑
』
八
三
巻
一
号
、
二
〇
二
三
年
）。

	
�	

佐
藤
雄
基
（
立
教
大
学
）「
日
本
史
教
科
書
の
枠
組
み
を
つ
く
っ
て
き
た
も
の
は

な
に
か
？
：
法
制
史
と
経
済
史
」
で
は
、
①
世
界
史
教
科
書
と
比
べ
た
と
き
、
日

本
史
教
科
書
の
枠
組
み
と
し
て
「
通
史
」
の
規
定
性
が
強
い
こ
と
、
そ
の
「
通
史
」

の
枠
組
み
が
ど
の
よ
う
に
形
作
ら
れ
て
き
た
の
か
、
通
史
を
学
習
す
る
意
義
が
ど

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
き
た
の
か
、
を
振
り
か
え
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
②
荘

園
制
に
関
す
る
記
述
が
平
安
期
に
偏
っ
て
お
り
、
鎌
倉
期
以
降
は
武
士
に
よ
る
荘

園
侵
略
と
い
う
記
述
が
基
調
に
な
る
点
に
関
し
て
、
か
な
り
古
い
中
世
史
像
の
影

響
が
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
、
と
り
わ
け
鎌
倉
時
代
が
事
実
上
「
鎌
倉
幕
府
の
歴

史
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
た
う
え
で
、
武
家
政
権
発
達
史
の
枠
組

み
を
意
識
的
に
捨
て
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
し
、
③
教
科
書

叙
述
が
ど
う
い
う
歴
史
像
の
も
と
に
作
ら
れ
、
そ
の
影
響
が
残
っ
て
い
る
の
か
、

史
学
史
的
な
観
点
に
基
づ
き
な
が
ら
考
え
な
け
れ
ば
、
叙
述
を
新
し
く
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

	
�	

竹
田
和
夫
（
新
潟
大
学
）「
日
本
中
世
史
研
究
と
高
校
日
本
史
探
究
と
の
対
話
：

藤
木
久
志
の
研
究
と
高
校
授
業
」
で
は
、
立
教
大
学
の
教
員
だ
っ
た
藤
木
久
志
の

日
本
中
世
史
研
究
を
振
り
か
え
り
な
が
ら
、
高
校
授
業
の
実
践
に
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
く
の
か
を
主
題
と
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
戦
後
の
歴
史
学

研
究
と
歴
史
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
な
サ
ー
ヴ
ェ
イ
を
行
っ
て
い
る
。
と

り
わ
け
戦
後
歴
史
学
の
早
い
時
期
か
ら
歴
史
研
究
者
と
歴
史
教
育
の
協
働
・
連
携

が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
、
詳

細
な
文
献
デ
ー
タ
と
と
も
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
藤
木
久
は
新
潟
県
出
身
で
あ
り
、

そ
の
研
究
に
は
新
潟
県
に
関
わ
る
も
の
も
多
く
、
報
告
者
が
現
在
新
潟
大
学
で
担

当
し
て
い
る
教
職
の
授
業
に
お
い
て
、
教
員
志
望
の
大
学
生
が
藤
木
の
研
究
を
ど

の
よ
う
に
受
け
と
め
、
そ
れ
を
活
用
し
て
授
業
案
を
作
成
し
て
い
る
の
か
、
具
体

例
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

	
�	

横
井
成
行
（
海
城
中
学
高
等
学
校
）「
歴
史
的
文
脈
か
ら
考
え
る
「
学
び
」
の
多

様
性
と
広
が
り
に
関
す
る
一
検
証
：
角
を
矯
め
て
牛
を
殺
す
語
」
は
、「
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
し
て
現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、「
新
教
育
運
動
」
や

そ
の
一
環
と
し
て
の
「
大
正
自
由
主
義
教
育
運
動
」
で
の
実
践
や
試
行
は
先
行
し

て
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
何
も
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
中
等

教
育
の
現
場
で
の
「
教
授
法
」
は
も
っ
と
多
様
性
に
満
ち
て
い
て
よ
い
と
い
う
こ

と
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
歴
史
学
と
歴
史
教
育
と
の
関
係
や
教
育
の
「
現

場
」
が
直
面
し
て
い
る
「
危
機
」
を
相
対
化
す
る
た
め
に
「
歴
史
的
文
脈
」
か
ら

探
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
北
欧
と
近
代
日
本
の
関
係
と
「
大
正
自
由
主

義
教
育
運
動
」
が
紹
介
さ
れ
た
。

	
�	

野
村
育
世
（
女
子
美
術
大
学
付
属
高
等
学
校
・
中
学
校
）「
あ
ら
ゆ
る
政
権
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
規
定
す
る
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
導
入
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
」
で
は
、
日
本
史
Ｂ
か
ら
探
究
と
な
っ
て
女
性
の
人
名
が
む
し
ろ
減
少
傾
向

に
な
る
こ
と
（
用
語
精
選
の
結
果
）
な
ど
を
皮
切
り
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
と

は
決
し
て
一
分
野
で
は
な
く
全
体
を
分
析
す
る
視
点
で
あ
り
、「
コ
ラ
ム
」
と
し
て

女
性
史
を
テ
ー
マ
指
摘
に
付
け
足
す
の
で
は
だ
め
で
あ
り
、
教
科
書
本
文
に
き
ち

ん
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
的
な
視
点
を
組
み
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
た
。
教
科
書
に
載
せ
る
人
物
を
選
択
す
る
場
合
、
で
き
る
だ
け
女
性
を
採
る
努

力
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
提
言
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
具
体
的
な
例
と
し
て
、
鎌

倉
幕
府
と
武
士
の
生
活
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
御
成
敗
式
目
と
い
う
史
料
や
北
条
政

子
と
い
う
政
治
家
の
取
り
上
げ
ら
れ
方
を
通
じ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
的
な
視
点
の

実
践
例
が
提
示
さ
れ
た
。
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�	

中
村
崇
志
（
県
立
新
潟
向
陽
高
等
学
校
）「『
歴
史
総
合
』
と
『
日
本
史
探
究
』

を
接
続
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
で
は
、
授
業
実
践
の
具
体
的
な
紹
介
が

な
さ
れ
た
。
①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
見
据
え
て
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
歴
史
教
科
書

の
比
較
、
②
日
本
史
探
究
を
見
通
し
た
日
本
史
Ｂ
の
実
践
例
と
し
て
戦
前
・
戦
中

の
国
史
教
科
書
と
の
比
較
、
で
あ
り
、
歴
史
教
科
書
の
叙
述
を
「
事
実
」
と
し
て

絶
対
視
す
る
の
で
は
な
く
、
異
な
る
歴
史
解
釈
、
異
な
る
歴
史
叙
述
を
受
け
入
れ

る
姿
勢
を
育
成
す
る
狙
い
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
歴
史
総
合
と
日
本
史
探
究
と
で
は

学
び
方
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
近
現
代
史
は
「
同
じ
こ
と
を
二
度
や
る
」
わ
け
で

は
な
く
、
歴
史
総
合
で
多
様
な
歴
史
解
釈
や
歴
史
叙
述
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
身

に
付
け
て
い
る
の
で
、
前
近
代
の
歴
史
が
近
現
代
に
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
叙
述

さ
れ
て
き
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ
と
、
探
究
科
目
だ
か
ら
こ
そ

近
代
に
お
け
る
前
近
代
史
の
受
容
、
す
な
わ
ち
史
学
史
の
教
材
化
が
可
能
に
な
る

こ
と
な
ど
が
論
じ
ら
れ
た
。

	
�	

前
島
礼
子
（
都
留
文
科
大
学
）「IB

D
P H

istory
と
歴
史
学
：
中
等
教
育
に
お

け
る
歴
史
探
究
授
業
の
可
能
性
」
で
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（International B

ac-

calaureate

）
の
考
え
方
や
目
的
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
中
で
歴
史H

istory

が

ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
も
つ
の
か
が
紹
介
さ
れ
た
。
大
学
入
学
資
格
と
し
て
も

使
用
可
能
なD

iplom
a

の
取
得
が
目
的
と
な
るIB

D
P

の
科
目H

istory
は
、
全
受

講
生
（
高
2
、
高
3
）
に
対
し
て
「
歴
史
学
」
の
基
礎
的
な
知
識
・
思
考
・
技
能

を
教
授
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
、
史
料
の
効
果
的
な
扱
い
方
を
含
め
て
「
歴

史
学
的
技
能
」
の
修
得
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
評
価
方
法
は
、
生
徒
が
自

由
に
ト
ピ
ッ
ク
を
選
択
し
て
（
授
業
内
容
と
関
連
さ
せ
る
必
要
は
な
い
）、
教
員
の

指
導
の
も
と
で
小
論
文
を
作
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
中
世
に

関
す
る
内
容
は
「
ア
ジ
ア
と
オ
セ
ア
ニ
ア
の
歴
史
」
の
中
に
含
ま
れ
、
モ
ン
ゴ
ル

襲
来
な
ど
が
題
材
と
な
る
が
、
そ
の
プ
ラ
ン
例
が
提
示
さ
れ
た
。
日
本
の
学
校
教

育
・
歴
史
教
育
と
は
全
く
異
な
る
制
度
設
計
で
は
あ
る
が
、
歴
史
学
的
技
能
の
修

得
は
探
究
科
目
と
も
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
困
難
さ
や
学
習
評
価

の
難
し
さ
が
質
疑
で
も
議
論
に
な
っ
た
し
、
史
料
読
解
に
重
点
を
置
き
が
ち
な
日

本
の
探
究
学
習
の
特
徴
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

	
�	

コ
メ
ン
ト
は
矢
景
裕
子
（
神
戸
大
付
属
中
等
教
育
学
校
）「
コ
メ
ン
ト
①
世
界
史

教
育
の
立
場
か
ら
」
と
佐
野
理
恵
子
（
清
水
書
院
）「
コ
メ
ン
ト
②
教
科
書
編
集
者

の
立
場
か
ら
」
の
二
本
が
あ
っ
た
。
矢
景
コ
メ
ン
ト
で
は
、
今
回
の
諸
報
告
に
あ
っ

た
「
視
点
」
の
重
要
性
と
自
身
の
授
業
実
践
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
佐
野
コ
メ
ン

ト
で
は
、
教
科
書
編
集
者
の
立
場
か
ら
み
た
日
本
史
教
科
書
の
特
徴
や
課
題
な
ど

が
語
ら
れ
た
。

	
�	

総
合
討
論
で
は
、
中
学
と
高
校
の
歴
史
教
育
の
違
い
（
通
史
学
習
を
繰
り
返
す

こ
と
に
な
る
／
中
学
校
の
歴
史
で
必
要
な
知
識
と
は
）、
大
学
・
大
学
院
に
お
け
る

IB
D

P

の
教
員
養
成
の
現
状
と
課
題
、
歴
史
修
正
主
義
へ
の
対
応
、
国
語
な
ど
他

教
科
と
の
情
報
交
換
、
協
同
な
ど
が
論
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
報
告
者
た
ち
か
ら
の

コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
高
校
生
で
も
読
む
こ
と
の
で
き
る
資
料
の
開
発
、
資
料
読
解

が
教
科
書
本
文
の
補
足
に
と
ど
ま
ら
な
い
た
め
の
工
夫
、
歴
史
的
事
象
に
対
し
て

異
な
る
評
価
が
有
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
資
料
か
ら
ど
う
導
く
の
か
、
あ
る
い
は

概
念
理
解
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
軸
と
し
た
学
習
に
お
い
て
他
教
科
と
も
連
携
す
る
可

能
性
や
世
界
史
・
日
本
史
を
越
え
た
協
同
の
可
能
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

	
�	

会
場
と
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
日

の
参
加
者
は
約
二
〇
〇
名
（
う
ち
学
外
者
は
約
一
七
〇
名
）
で
あ
り
、
会
場
参
加

者
も
八
十
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
立
教
大
学
の
教
室
施
設
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
に

対
応
し
て
い
た
た
め
、
特
に
技
術
的
な
問
題
は
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
〇
二
三
年
四
月
か
ら
の
新
科
目
日
本
史
探
究
の
開
始
を
前
に
し
て
、
多
く
の
関

心
を
惹
き
つ
け
た
よ
う
で
あ
り
、
現
役
の
高
校
生
・
大
学
生
を
含
め
た
大
学
関
係
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者
・
高
校
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
教
育
に
関
心
の
あ
る
一
般
の
方
も
多
く

見
ら
れ
た
。
高
大
連
携
の
試
み
は
と
り
わ
け
近
代
史
や
外
国
史
を
中
心
に
活
発
な

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
あ
え
て
前
近
代
・
日
本
史
に
焦
点
を
当
て
て
、
新
た
な
問

題
提
起
を
行
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。

《
刊
行
物
》

『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
第
二
十
一
号
（
二
〇
二
二
年
八
月
）


